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千葉大学医学部附属病院

千葉県で初の脳死肝移植を実施し、無事終了 

今後の脳死肝移植に道筋を示す 

６月６日（金）、千葉大学医学部附属病院（病院長 山本修一 千葉市中央区亥鼻

1-8-1）は、千葉県では初となる脳死肝移植を実施し、無事終了しました。 

今回の移植手術は、５０代男性に対して行われたところであるが、男性は劇症肝炎

で当院に搬送され、肝萎縮が著明であり改善の兆候が見られなかったため、肝移植の

適応が妥当と判断されていました。 

臓器提供は日本臓器移植ネットワークを通じて行われ、肝臓は、大阪府立急性期・

総合医療センターで摘出されました。 

移植手術は宮崎 勝 教授（肝胆膵外科）が中心となり、本日無事終了しました。 

現在、患者さんはＩＣＵにおいて２４時間体制で監視しておりますが、容態は安定

しています。 

＜宮崎 勝 教授（肝胆膵外科）のコメント＞ 

今回の脳死肝移植は、本院だけでなく、千葉県でも初の取組みと 

なったが、無事に手術が終了し安堵している。今後も患者さんの 

容態を注視し、回復に向けて万全を尽くしたい。 

また、ドナー（臓器提供者）となっていただいた患者さんに感謝を 

申し上げるとともに、今後も患者さん（提供する側も受ける側も） 

を第一に考えた医療を実践していきたい。 
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